　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講座No．09140）　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　




【プログラム】



すぐ役立つ自閉症児・者への具体的対応

















日程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
10月


10


日


(土)�
10：00～11：30�
医療の症例を通してみる具体的対応�
東京都立梅ヶ丘病院院長　　　　


市川　宏伸�
�
�
昼　　　　　　食　（各自でおとりください）�
�
�
12：30～14：00�
強度行動障害への


応用行動分析の手法による具体的対応�
鳥取大学医学系研究科教授　　　 


井上　雅彦�
�
�
14：00～15：30�
就学前の障害の気づきへの具体的対応


～医療現場から～�
つばさ発達クリニック院長　　　


藤岡　宏�
�
�
15：45～17：15�
地域生活移行への具体的な支援�
高水福祉会常務理事・


長野県相談支援体制整備推進アドバイザー


　　　　　　　　　　　　　 福岡　寿�
�
10月


11


日


(日)�
9：30～11：00�
通常学級での特別支援�
植草学園短期大学福祉学科教授


　　　　　　　　　　　　　 漆沢　恭子�
�
�
11：00～12：30�
厚労省の考える


自閉症児・者への具体的支援�
厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部


精神・障害保健課心の健康づくり対策官　


成重　竜一郎�
�
�
　　　　　　昼　　　　　　食　（各自でおとりください）　�
�
�
13：30～14：30�
当事者や家族の期待する具体的対応とは�
NPO法人東京都自閉症協会理事　 


尾崎　ミオ


NPO法人東京都自閉症協会高機能自閉症・


アスペルガー部会運営委員　　　　高森　明�
�
�
14：45～16：15�
自閉症児･者の合併症治療への具体的対応�
旭中央病院脳外科部長　　　　　


大屋　滋�
�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊テーマ・時間配分等が多少変更になる場合がございますので予めご了承願います。





発達障害講座４





―自閉症児･者の考え方とは？―　　　　　　　　　　　　　


「友達が作れない」、「考え方に柔軟性が欠ける」、「コミュニケーションが苦手である」、「興味の偏りがある」、「感覚の感受性が特別である」などの悩みを抱える子どもは、さまざまな分野で増えている。最近の概念では、自閉症の境界は不鮮明であり、知的障害のある者からない者まで幅が広い連続体（スペクトラム）と考えられている。これらの子どもへの適切な対応を考えるには、多くの対応者が自閉症児の考え方を理解し、取り組みのためのノウハウを持つ必要がある。そのための具体的な対応を考えるために役立つ講座となることを期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（東京都立梅ヶ丘病院　市川　宏伸）


　　　　　




















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【東京都立梅が丘病院院長　市川宏伸】








期　日	：２００9年10月10日（土）・11日（日）


受講対象： 教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　員	：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１２,０００円（税込）昼食は各自でおとりください


会　場	：明治安田こころの健康財団　２階講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０　　　　　　　０３－３９８６－７０２１


　　交通手段：ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場」駅より徒歩７分














